
ため池改修工事の IC T 施工への移行に向けた実規模実証試験の試み 

Attempt at a full-scale demonstration test for transitioning to IC T construction 

for reservoir renovation work 
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１．はじめに 

近年、頻発化・激甚化する洪水被害を軽減する為に、流域の全ての関係者が協働して流

域を管理する「流域治水」の取り組みが、国土交通省・農林水産省・経済産業省等の連携・

協力の下進められている。中でもため池は農業インフラにおいて既存ダムの約 3 割の洪水

調節容量を有し、その活用が期待されている。 

 

２．改修工法 

ため池改修工事の生産性向上を図ることを目的として次の技術(表-1)を活用した。 

<ICT 活用項目> 

表-1 ICT 活用項目 

<ICT 活用内容> 

A 堰堤掘削                   

ア）3 次元点群データを利用した ICT 建機用モデルの作成 

  堰堤の改修工事を行う上で現況復旧を目的とするため、改修前の堰堤をレー 

ザースキャナーで計測し ICT 建機用モデル(設計モデル)の作成を行った。 

  イ）ICT 建機による施工 

    山間部での GNSS 衛星の受信状況が悪い現場を想定し、TS で測位する MC/MG 

の ICT 建機及びチルトローテータ機能を有する ICT 建機を採用し施工を行った。 

表-2 標準型建機と ICT 建機 

 

 

*) 佐藤工業（株） Sato Kogyo Co.,Ltd   
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グラフ-1  せん断ひずみ増加逆速度 

B 堰堤掘削時の挙動観測 

堰堤の掘削中の斜面は目視では気付かない 

ような変位が生じており、斜面崩壊につなが 

るリスクを未然に防ぐ「表層ひずみ棒」を用 

いた斜面変状モニタリングシステム有用性の 

検討を行った。                  写-1 システム構成 

 

３．工法の概要(効果) 

A 堰堤掘削 

ア）3 次元点群データを利用した ICT 建機用モデル 

モデル作成に当たっては３つの手法で作成を行い、  

最も現況点群との比較より差分が少ないデータを ICT 

建機用データとして作成した。            図-1 設計モデル 

イ）ICT 建機による施工                

    山間部等の GNSS 受信困難地域では、 TS 位置認証の 

少ないチルト機が土工量約４割の施工量と時間短縮 

を可能とした。しかしながら両機種の市場普及率は, 

チルト機が低く運転経験者が少ないため、施工スピー 

ドや操作指導に時間を要する事がわかった。     図-2 施工範囲断面図 

B 堰堤掘削時の挙動観測 

重機が法肩付近を掘削したため振動で一時的に危険判定ラインまで上昇したが、 

その後の波形を見ると収束している(図-3)。また、換算せん断ひずみでも安定して 

いることから斜面崩壊の危険がなかったということになる(図-4)。 

 

図-3 せん断ひずみ増加逆速度       図-4 換算せん断ひずみ 

 

４．まとめ 

 事前に ICT 建機にモデルを取り込むことで丁張不要でガイダンスによる施工が可能

となり、工期短縮に繋がった。また、チルトローテータ BH を使用することで狭い作業

範囲内に入らずとも法面に対してダイレクトな仕上げ整形が可能となった。結果的に

ICT 施工を行うことで省力化や安全な施工が期待できることが分かった。 
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